
埼玉県生物多様性保全戦略の改定について

Ⅰ これまでの動き

１９９３（平成 ５）年 【国】生物多様性条約の締結
１９９５（平成 ６）年 【国】生物多様性国家戦略の策定
２００２（平成１４）年 【国】新生物多様性国家戦略の策定
2007（平成１９）年 【国】第三次生物多様性国家戦略の策定

2008（平成20）年 3月 【県】生物多様性保全県戦略の策定（※ガイドラインの位置づけ）

２００８（平成２０）年 6月 【国】生物多様性基本法の制定
※第13条 都道府県及び市町村は、生物多様性国家戦略を基本として、単独で又は共同して、当該都道府県又は市町村の区域

内における生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する基本的な計画（以下「生物多様性地域戦略」という。）を定め
るよう努めなければならない。

２０１０（平成２２）年10月 【国】COP10における「愛知目標」の採択

２０１２（平成２４）年 9月 【国】生物多様性国家戦略２０１２－２０２０の策定

２０１８（平成３０）年 2月 【県】埼玉県生物多様性保全戦略（2017～2021年度）の策定

２０２３（令和 ５）年 ３月 【国】生物多様性国家戦略２０２３－２０３０～ネイチャーポジティブ実現に向けたロードマップ～の策定（※当初予定より２年遅れ）

Ⅱ 県戦略の改定に向けて

生物多様性の保全に対する社会的要請の増大

２０２１（令和 ３）年 8月 埼玉県生物多様性保全対策庁内ワーキンググループにて検討開始
２０２２（令和 ４）年12月 次期戦略たたき台案の作成
２０２３（令和 ５）年 3月 次期戦略たたき台について検討

20２３（令和 ５）年 ５月 次期戦略素案について検討

20２３（令和 ５）年 ７月 第１回埼玉県生物多様性保全戦略改定検討委員会の開催
出典：WWFジャパン「生きている地球レポート2022」

＜「ネイチャーポジティブ」の概念図＞
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